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庚申講の掛軸(青面金剛絵像) 

富山市猪谷 西禅寺所蔵(加賀沢講) 

 

富
山
県
の
庚
申
塔 

-

形
態
と
像
容
に
よ
る
分
類-

 

  

滝
本 

や
す
し 

 

一 

は
じ
め
に 

  

富
山
県
内
で
の
庚
申
塔
の
調
査
研
究
は
、
一
部
の
市
町
村
単
位
で
は
詳
し
く
行
な
わ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
全
県
単
位
で
の
報
告
は
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
砺
波
市
の
尾
田
武
雄
氏
、
富
山
市
の
平
井
一
雄
氏
、
朝
日
町
の
清
原
為
芳
氏
ほ
か

多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
富
山
県
内
の
庚
申
塔
の
ほ
と
ん
ど
を
記
録
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
と
思
え
る
。 

 

こ
の
報
告
は
平
成
五
年
の
北
陸
石
仏
の
会
例
会
で
の
発
表
を
も
と
に
、
そ
の
後
の
調
査

記
録
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

二 

庚
申
信
仰 

  

十
干(

甲
乙
丙
丁
…)

と
十
二
支(

子
丑
寅
卯
…)

と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
六
十
日
に

一
度
巡
り
く
る
庚(

か
の
え)

申(

さ
る)

の
日
の
夜
に
、
体
の
中
に
い
る
三
戸(

さ
ん
し)
と

い
う
虫
が
人
体
を
抜
け
出
し
て
、
天
帝
に
そ
の
人
の
罪
を
報
告
に
行
く
。
そ
の
報
告
を
も

と
に
し
て
そ
の
人
の
寿
命
が
決
め
ら
れ
る
の
で
、
人
々
は
庚
申
の
夜
は
寝
ず
に
過
ご
し
、

三
戸
が
体
内
よ
り
抜
け
出
す
の
を
防
ぐ
。 

 

も
と
は
中
国
の
道
教
の
延
命
呪
法
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
平
安
時
代
に
日
本
に
入
り
貴

族
の
娯
楽
と
な
っ
た
。
そ
の
後
仏
教
と
結
び
つ
い
て
、
室
町
時
代
以
降
全
国
に
民
間
信
仰

と
し
て
広
ま
っ
た
。 

 

三 

庚
申
講 

  

庚
申
信
仰
は
「
講
」
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
講
は
集
落
の
何
件
か
の
仲
間
で
で

き
て
お
り
、
庚
申
の
夜
に
は
宿(

当
番)

の
家
に
集
ま
り
青
面
金
剛
の
絵
像
を
掛
け
各
種
の

供
え
物
を
し
て
、
読
経
・
会
食
等
が
行
な
わ
れ
た
。 

 

講
の
様
式
は
地
域
・
講
ご
と
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
青
面
金
剛
の
絵
像
は
木
版
の

も
の
や
手
描
き
の
も
の
が
あ
り
像
容
も
様
々
で
あ
る
。
北
陸
地
方
に
み
ら
れ
る
絵
像
の
多

く
は
関
東
や
関
西
方
面
の
庚
中
堂
で
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
地
元
の
絵
師
に
よ

っ
て
描
か
れ
た
絵
像
も
み
ら
れ
る
。 

 

現
在
で
は
講
を
続
け
て
行
な
っ
て
い
る
集
落
は
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
内
容
も
簡
素
化

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

四 

青
面
金
剛 

  

陀
羅
尼
集
経
・
第
九
の
大
青
面
金
剛
呪
法
に
説
か
れ
て
い
る
仏
像
で
、
三
眼
四
手
で
二

鬼
を
踏
み
つ
け
、
二
童
子
と
四
薬
叉
を
従
え
た
忿
怒
像
で
あ
る
。 

 

石
造
物
の
青
面
金
剛
の
多
く
は
一
面
六
手
像
で
あ
り
、
二
手
像
、
四
手
像
、
八
手
像
な

ど
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
に
は
経
軌
に
み
ら
れ
な
い
日
月
輪
、
猿
、
鶏
等
を
伴
う
も

の
が
多
い
。 



五 

庚
申
塔 

  

清
水
長
輝
著
『
庚
申
塔
の
研
究
』(

昭
和
三
十
四
年
、
大
日
洞)

に
次
の
よ
う
に
記
述
さ

れ
て
い
る
。 

 

①
庚
申
信
仰
に
よ
っ
て
建
て
た
こ
と
を
銘
文
に
し
る
し
て
あ
る
も
の
。 

②
青
面
金
剛
の
像
か
文
字
を
き
ざ
ん
だ
も
の
。（
江
戸
時
代
で
は
庚
申
信
仰
に
無
関
係
な
青
面
金

剛
の
信
仰
は
な
か
っ
た
と
思
も
わ
れ
る
か
ら
） 

③
寒
目
塞
耳
塞
口
の
三
猿
か
、
そ
の
一
部
が
あ
っ
て
他
の
造
塔
目
的
を
し
る
さ
な
い
も
の
。（
三

猿
の
形
態
は
庚
申
信
仰
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
） 

④
二
猿
形
態
以
外
の
猿
で
も
、
塔
の
全
体
が
他
の
庚
申
塔
と
類
型
的
な
も
の
や
、
日
月
な
ど
を

と
も
な
っ
て
、
お
お
む
ね
庚
申
信
仰
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
も
の
。（
施
主

は
庚
申
講
で
も
他
の
目
的
で
造
塔
し
た
も
の
と
、
庚
申
塔
や
庚
申
祠
へ
の
奉
納
物
、
自
然
石
な

ど
伝
承
的
な
も
の
は
除
外
す
る
。 

 

六 

庚
申
塔
の
種
類 

 

【
文
字
塔
】 

「
庚
申
」
「
庚
申
塔
」「
庚
申
供
養
塔
」
「
庚
申
塔
」
等
庚
申
の
文
字
を
刻
む
も
の
や
「
青

面
金
剛
」
「
南
無
青
面
金
剛
」
等
青
面
金
剛
の
文
字
を
刻
む
も
の
が
多
い
が
、
関
東
地
方
で

は
山
王
二
十
一
仏
種
子
や
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
な
ど
を
刻
む
も
の
も

見
ら
れ
る 

 

【
像
塔
】 

庚
申
さ
ん
と
言
え
ば
青
面
金
剛
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
像
塔
の
ほ
と
ん
ど
は

青
面
金
剛
像
で
あ
る
。
関
東
地
方
で
は
青
面
金
剛
が
庚
申
信
仰
の
主
尊
に
な
る
以
前
か
ら

も
多
く
の
庚
申
塔
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
様
々
な
主
尊
が
彫
ら
れ
た
庚
申
塔
が
み
ら
れ
る
。

北
陸
地
方
の
庚
申
塔
に
は
青
面
金
剛
以
外
の
像
は
少
な
く
、
青
面
金
剛
が
庚
申
信
仰
の
主

尊
に
な
っ
て
か
ら
信
仰
が
伝
わ
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

七 

富
山
県
の
庚
申
塔 

 

文
字
塔 

 

三
四
基 

像
塔 

 

一
六
七
基 

総
数 

 

二
〇
一
基 

（
平
成
二
十
七
年
十
二
月
現
在
確
認
の
も
の
） 

 

八 

形
態
に
よ
る
分
類 

文
字
塔 

  

文
字
塔
の
多
く
は
自
然
石(

川

石)

を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
が
、

射
水
市
新
湊
な
ど
で
は
割
石(

海

石)

を
使
用
し
た
も
の
も
み
ら
れ

る
。
ま
た
角
柱
型
に
加
工
し
た
も

の
も
み
ら
れ
る
が
、数
は
少
な
く

分
布
も
点
在
し
て
い
る
。 

「
庚
申
」「
庚
申
塔
」「
庚
申
塚
」

の
文
字
塔
は
新
し
い
も
の
が
多

く
、
そ
の
多
く
は
明
治
時
代
の
も

の
で
あ
る
。
富
山
市
花
崎
の
「
南

無
青
面
金
剛
」
に
延
享
元
年(

一

七
四
四)
、射
水
市
放
生
津
の
「
庚

申
塚
」
に
嘉
永
二
年(

一
八
三
九)

の
銘
が
み
ら
れ
る
。 

 



九 

形
態
に
よ
る
分
類  

像
塔 

 

【
Ａ
】
角
柱
型 

 

黒
部
市
宇
奈
月
町
に
み
ら
れ
る
が
数
は
少
な
い
。
後
述
の
笠
付
角
柱
型
の
笠
を
無
く
し

た
よ
う
な
形
態
で
あ
る
。
笠
付
角
柱
型
よ
り
も
年
代
的
に
古
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
の
だ
が
、
確
か
で
は
な
い
。 

 

朝
日
町
石
谷
の
青
面
金
剛
像(

一
面
六
手)

も
笠
お
よ
び
台
石
を
伴
わ
な
い
が
、
笠
付
角

柱
型
の
笠
と
台
石
と
が
後
に
失
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
笠
付
角
柱
型
に
分
類
す
る
。 

 

【
Ｂ
】
笠
付
角
柱
型 

 

黒
部
川
流
域
の
朝
日
町
・
入

善
町
・
黒
部
市
宇
奈
月
町
・
黒

部
市
北
部
に
多
く
み
ら
れ
る
。

笠
は
切
妻
型
の
も
の
と
唐
破

風
の
も
の
と
が
あ
り
、
切
妻
型

の
も
の
は
旧
北
陸
道
の
下
街

道
に
、
唐
破
風
の
も
の
は
旧
北

陸
道
の
上
街
道
に
集
中
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
多
く
は
日

月
輪
を
有
し
、
２
鬼
・
２
童
子
・
４
薬
叉
・
１
鶏(

切
妻
型)

ま
た
は
２
鶏(

唐
破
風)
で
あ

る
が
、
猿
の
数
は
０
、
１
、
２
、
３
と
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
に
は
台
石
が
あ

り
、
猿
や
鶏
は
こ
の
台
石
に
彫
ら
れ
て
い
る
。 

 

切
妻
型
の
も
の
で
は
朝
日
町
境
西
町
の
青
面
金
剛
像(

一
面
四
手)

に
安
永
九
年(

一
七

八
〇)

、
富
山
市
梅
沢
三
丁
目
海
岸
寺
の
青
面
金
剛
像(

一
面
六
手)

に
寛
政
二
年(

一
七
九

〇)

の
銘
が
あ
る
。
ま
た
唐
破
風
の
も
の
で
は
射
水
市
中
新
湊
江
柱
庚
申
堂
の
青
面
金
剛
像

(

一
面
六
手)

に
文
政
十
三
年(

一
八
三
〇)

、
朝
日
町
殿
町
の
青
面
金
剛
像(

一
面
六
手)

に

安
政
六
年(

一
八
五
九)

の
銘
が
あ
る
。 

【
Ｃ
】
角
板
型 

 

布
施
川
の
両
岸(

東
布
施
＝
黒
部

市
南
部
、
西
布
施
＝
魚
津
市
北
部)

に
み
ら
れ
る
。
大
型
の
角
板
状
の
も

の
で
笠
や
台
石
が
な
い
。
多
く
は
日

月
輪
を
有
し
、
１
鬼
・
２
童
子
・
４

薬
叉
で
あ
り
、
猿
の
数
は
１
ま
た
は

３
、
鶏
の
数
は
１
ま
た
は
２
で
あ
る
。 

 

魚
津
市
東
尾
崎
の
青
面
金
剛
像

(

一
面
四
手)

に
文
政
三
年(

一
八
二

〇)

、
魚
津
市
布
施
爪
布
勢
神
社
前
の
青
面
金
剛
像(

一
面
四
手)

に
文
政
四
年(

一
八
二
一)

の
銘
が
あ
る
。
こ
の
二
基
は
同
じ
人
物
の
作
と
思
わ
れ
る
。
魚
津
市
大
海
寺
野
の
青
面
金

剛
像(

一
面
六
手)

に
は
明
治
二
十
八
年(

一
八
九
五)

の
銘
が
あ
る
。
ま
た
黒
部
市
尾
山
谷

川
家
の
青
面
金
剛
像(

一
面
六
手)

は
昭
和
元
年
の
建
て
替
え
で
あ
る
。 

 

魚
津
市
天
神
野
の
青
面
金
剛
像(

一
面
六
手)

と
魚
津
市
立
石
の
青
面
金
剛
像(

一
面
六

手)

の
二
基
は
小
型
の
角
板
型
も
の
で
、
立
石
の
も
の
に
は
慶
応
三
年(

一
八
六
七)

の
銘
が

あ
る
。 

 

【
Ｄ
】
笠
付
円
盤
型 

 

富
山
市
大
山
町
の
大
庄
地
区
に

四
基
み
ら
れ
、
す
べ
て
青
面
金
剛
像

(
一
面
六
手)

で
あ
る
。
こ
の
型
の
石

造
物
は
庚
申
塔
以
外
で
も
こ
の
地

区
周
辺
に
多
く
み
ら
れ
、
比
較
的
大

型
の
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
四
基
の
庚
申
塔
に
は
全
て

年
号
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
時
代
に
よ



る
彫
像
の
変
遷
が
は
っ
き
り
と
み
ら
れ
る
。 

 

【
Ｅ
】
光
背
型 

 

最
も
多
い
型
で
県
下
全
域
に
み

ら
れ
る
が
、
富
山
市
か
ら
砺
波
平
野

東
部
に
か
け
て
特
に
多
く
分
布
し

て
お
り
、
台
石
の
あ
る
も
の
と
台
石

の
な
い
も
の
と
が
み
ら
れ
る
。 

 

青
面
金
剛
一
面
六
手
剣
人
像
の

も
の
の
多
く
に
は
台
石
が
あ
り
、
こ

の
台
石
に
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
も

の
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
、
文
化
～
文
政
～
天
保
年
間
の
も
の
が
多
い
。 

日
月
輪
の
有
無

は
ま
ち
ま
ち
で
、
２
鬼
の
も
の
が
多
く
、
童
子
の
数
は
０
ま
た
は
２
で
、
薬
又
は
無
く
、

猿
の
数
は
０
ま
た
は
３
、
鶏
の
数
は
０
ま
た
は
２
で
あ
る
。 

 

青
面
金
剛
一
面
六
手
合
掌
像
の
も
の
の
多
く
に
は
台
石
が
な
く
、
台
石
の
あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
そ
の
台
石
は
お
そ
ら
く
後
補
と
思
わ
れ
る
。
日
月
輪
の
有
無
は
ま
ち
ま
ち
で
、

鬼
・
童
子
・
薬
叉
は
な
く
、
猿
の
数
は
０
ま
た
は
３
、
鶏
の
数
は
０
ま
た
は
２
で
あ
る
。 

 

ま
た
こ
の
光
背
型
の
も
の
に
は
青
面
金
剛
一
面
四
手
像
や
青
面
金
剛
三
面
六
手
像
も
み

ら
れ
る
が
数
は
少
な
い
。 

 

【
Ｆ
】
駒
型 

 

将
棋
の
駒
の
よ
う
な
形
の
も
の

で
、
県
下
全
域
に
み
ら
れ
る
が
数
は

少
な
い
。
氷
見
市
に
石
動
山
と
の
関

連
と
思
わ
れ
る
も
の
が
三
基
あ
り
、

同
様
の
型
の
も
の
は
石
川
県
七
尾

市
に
も
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
比
較

的
小
型
の
も
の
で
、
多
く
は
日
月
輪
を
有
し
、
１
鬼
・
２
童
子
で
薬
叉
を
伴
わ
な
い
。
ま

た
猿
の
数
は
０
、
２
ま
た
は
３
で
、
鶏
の
数
は
０
ま
た
は
２
で
あ
る
。 

 

氷
見
市
宇
波
観
音
寺
の
青
面
金
剛(

一
面
六
手)

に
享
和
三
年(

一
八
〇
三)

の
銘
が
あ
る
。 

 

【
Ｇ
】
割
石 

 

割
石
の
中
央
を
彫
り
く
ぼ
め
尊
像
を
浮
彫
に
し
た
形
で
、
砺
波
地
方
に
み
ら
れ
る
。
こ

の
型
の
石
造
物
は
、
庚
申
塔
以
外
で
も
こ
の
地
方
に
よ
く
み
ら
れ
る
。 

 

砺
波
市
広
上
町
の
青
面
金
剛(

一
面
六
手)

に
は
年
号
は
な
い
が
「
準
慶
作
」
の
銘
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
ま
た
高
岡
市
太
田
辰
ノ
口
の
三
宝
荒
神(

三
面
六
手)

に
昭
和
四
年(

一
九
二

九)

の
銘
が
あ
る
。 

 

十 

像
容
に
よ
る
分
類 

 

【
イ
】
青
面
金
剛 

一
面
六
手
剣
人
像 

 

県
下
全
域
に
最
も
多
く
み
ら
れ
る
。
一
般
的
な
姿
は
、
向
か
っ
て
右
辺
に
輪
宝
・
人
身
・

弓
を
持
ち
、
向
か
っ
て
左
辺
に
は
矛(

三
股
叉)

・
剣
・
矢
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
年
代

的
に
古
い
も
の
に
は
異
な
っ
た
持
物
の
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
。 

 

射
水
市
白
銀
町
眞
福
寺
の
青
面
金
剛
に
享
保
九
年(

一
七
二
四)

の
銘
が
あ
る
。
こ
の
像

は
普
通
人
身
を
持
つ
と

こ
ろ
が
鈴
の
よ
う
で
あ

る
。
富
山
市
梅
沢
三
丁

目
海
岸
寺
の
寛
政
二
年

(
一
七
九
〇)

の
も
の
や

富
山
市
富
岡
町
の
寛
政

十
二
年(

一
八
〇
〇)

の

も
の
に
は
人
身
が
彫
ら

れ
て
い
る
。 



【
ロ
】
青
面
金
剛 

一
面
六
手
合
掌
像 

 
神
通
川
周
辺
お
よ
び
立
山
道
に
み
ら
れ
る
像
で
、
中
央
の
二
手
が
合
掌
形
で
あ
る
。
他

の
四
手
の
持
物
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
こ
の
形
の
も
の
は
年
代
的
に
比
較
的
古
い
も
の
が

多
い
。
関
東
地
方
で
は
大
部
分
が
こ
の
合
掌
形
で
、
新
潟
県
や
岐
阜
県
で
も
こ
の
形
が
多

く
み
ら
れ
る
。 

 

神
通
川
周
辺
に
特
に
多
く
み

ら
れ
、
岐
阜
県
の
飛
騨
市
の
も

の
と
酷
似
し
て
い
る
。
ま
た
こ

の
地
域
の
絵
像(

庚
申
講
の
掛

軸)

は
一
般
的
な
一
面
六
手
剣

人
像
で
、
石
造
物
よ
り
も
新
し

い
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
一
面
六
手
合
掌

像
は
飛
騨
地
方
か
ら
の
石
造
物
と
し
て
の
移
入
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

立
山
町
芦
峅
寺
の
も
の
に
宝
永
三
年(

一
七
〇
六)

、
大
山
町
下
ノ
番
の
も
の
に
寛
保
三

年(

一
七
四
三)

、
富
山
市
堀
川
小
泉
の
も
の
に
明
和
二
年(

一
七
六
五)

の
銘
が
あ
る
が
、

神
通
川
周
辺
の
も
の
に
は
年
号
が
み
ら
れ
な
い
。
県
境
を
越
え
た
岐
阜
県
飛
騨
市
小
豆
沢

の
も
の
に
は
台
石
に
延
享
元
年(

一
七
四
四)

の
銘
が
み
ら
れ
る
が
…
。 

 

【
ハ
】
青
面
金
剛 

一
面
四
手
像 

 

県
下
全
域
に
点
在
す
る
が
、
数
は
そ

れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
比
較
的
古
い
も
の

が
多
く
、
持
物
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。 

 

こ
の
像
の
あ
る
集
落
の
絵
像(

庚
申

講
の
掛
軸)

は
ま
だ
一
部
し
か
確
認
し

て
い
な
い
が
、
石
造
物
と
同
じ
像
容
の

も
の
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
一
面
四
手
像
は
石
造
物
と
し
て
の
移
入
で
は
な
く
、
講
の
掛
軸
の
姿
を
も
と
に
彫

ら
れ
た
も
の
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

一
面
四
手
像
で
最
も
古
い
銘
の
あ
る
も
の
は
立
山
町
末
三
賀
の
も
の
で
元
禄
十
三
年

(

一
七
〇
〇)

、
最
も
新
し
い
銘
も
の
は
射
水
市
高
寺
の
天
保
六
年(

一
八
三
五)

で
あ
る
。 

 

【
ニ
】
青
面
金
剛 

三
面
六
手
像 

県
下
で
は
黒
部
市
、
滑
川
市
、
立
山
町
に
各
一
基
確
認
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
光
背
型

の
も
の
で
あ
る
が
、
年
号
が
刻
ま
れ
て
い
な
い
の
で
い
つ
頃
の
も
の
か
わ
か
ら
な
い
。
ま

た
庚
申
講
の
掛
軸
も
未
調
査
で
あ
る
。 

 

【
ホ
】
青
面
金
剛
以
外
の
像 

 

県
下
で
は
三
宝
荒
神
像
と
三
猿
像
が
二
基
、
烏
枢
沙
摩
明
王
像
、
猿
田
彦
神
像
、
女
性

神
像
？
、
一
猿
像
が
そ
れ
ぞ
れ
一
基
み
ら
れ
る
。
烏
枢
沙
摩
明
王
像
に
つ
い
て
は
庚
申
像

と
し
て
造
立
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
後
に
庚
申
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

上
市
町
和
合
の
三
宝
荒
神
像
に
安
政
四
年(

一
八
五
七)

、
高
岡
市
太
田
辰
ノ
口
の
三
宝

荒
神
像
に
昭
和
四
年(

一
九
二
九)

の
銘
が
あ
る
。
富
山
市
本
郷
三
区
の
女
神
像
は
「
庚
申

塔
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
享
和
元
年(

一
八
〇
一)

の
銘
が
あ
る
。
富
山
市
東
猪
谷
に
猿
田

彦
神
像
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
近
く
の
西
禅
寺
に
庚
申
講
に
用
い
る
猿
田
彦
神
像
の
掛
軸

が
あ
り
、
こ
れ
に
は
昭
和
五
年(

一
九
三
〇)

の
銘
が
あ
る
。
ま
た
高
岡
市
手
洗
野
に
三
猿

像
が
、
高
岡
市
赤
丸
浅
井
神
社
に
一
猿
像(

丸
彫
り)

が
み
ら
れ
る
。
黒
部
市
中
野
密
應
寺

の
三
猿
像
は
近
年
の
作
で
あ
る
。 

      



富山県庚申塔一覧 
[型]  Ａ：角柱型  Ｂ：笠付角柱型  Ｃ：角板型  Ｄ：笠付円盤型  Ｅ：光背型 

          Ｆ：駒型  Ｇ：割石および前面加工  Ｈ：自然石  Ｉ：その他 

[堂]  ○は木造の堂、□は木造以外の堂に納められている。 

住所 所在地 主尊 型 日 月 鬼 童 子 夜 叉 猿 鶏 年号 西暦 堂 備考 

朝日町 境 一里塚 青面金剛 １面６手 Ｅ 掌 ０ ２ ０ ２ ２   □  

 境(西町) 路傍 青面金剛 １面４手 Ｂ 有 ０ ２ ４ １ ２ 安永９ 1780   

 境(西町) 共同墓地 青面金剛 １面６手 Ｆ 有 １ ２ ０ ０ ２   □  

 横尾 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 １ ２ ０ ３ ０   □  

 沼保 路傍 「庚神塚」 Ｈ - - - - - -     

 泊 松林寺       １ 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ０ ２ ２ ０ ２   □  

 同 同          ２ 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ２ ２ ４ ０ ０   □  

 月山 路傍 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 ２ ２ ４ １ ２   □  

 南保 清水寺参道 青面金剛 １面４手 Ｅ 有 ２ ２ ４ １ １ 天明６ 1786 ○  

 南保 清水寺 「ウーン・青面大金剛神」 Ｇ - - - - - -     

 南保 小山家 「庚申塔」 H - - - - - -     

 石谷 路傍 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 １ ２ ４ ０ ０   □  

 舟川 路傍 青面金剛 １面４手 Ｂ 有 ２ ２ ４ １ ２   ○  

 三枚橋 路傍 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 ２ ２ ４ ３ ２   □  

 柳田 路傍 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 ２ ２ ４ ２ ２   □  

 横水 路傍 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 ２ ２ ４ ３ ２   □  

 高橋 路傍 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 ２ ２ ４ １ ２   □  

 藤塚 神明宮       １ 「庚申」 Ｈ - - - - - - 明治２３ 1890   

 同 同          ２ 「庚申・地神」 Ｈ - - - - - - 大正元 1912   

 同 同          ３ 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 １ ２ ４ ３ ２   ○  

 殿町 路傍 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 ２ ２ ４ ３ ２ 安政６ 1859 □  

 細野 路傍 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 ２ ２ ４ ２ ２   □  

 山崎(辻) 路傍        １ 青面金剛 １面４手 Ｅ 無 ０ ０ ０ ０ ０   □  

 同 同          ２ 青面金剛 １面６手 Ｅ 無 ０ ０ ０ ０ ０   □  

 山崎(花房) 路傍 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 ２ ２ ４ ２ ２   □  

 山崎(坊) 路傍 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 １ ２ ４ ２ ２   □  

入善町 舟見 十三寺境内 青面金剛 １面６手 Ｂ 無 ２ ０ ０ ０ ０   □ 一石に両界大日、丌動と 

 舟見 路傍 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 ２ ２ ４ ２ ２   □  

 同 同 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ２ ２ ０ １ １   □  

 舟見 羽黒神社 「庚申塔」 Ｈ - - - - - -     

 新屋 路傍 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 ２ ２ ４ １ １   ○  

黒部市 宇奈月町朝日中谷 路傍 青面金剛 １面６手 Ａ 有 ２ ２ ２ ２ ２   □  

 宇奈月町朝日 千光寺       １ 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 ２ ２ ４ ２ ２     

 同 同          ２ 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ２ ２ ４ ２ ２   ○  

 同 同          ３ 青面金剛 １面６手 Ｅ 無 ２ ０ ０ ０ ０   ○  

 宇奈月町下立 全龍寺境内 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 ２ ２ ４ ２ ２   ○  

 宇奈月町下立 路傍 青面金剛 １面６手 Ｆ 有 ０ ２ ０ ０ ０   ○  

 宇奈月町下立 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ２ ２ ０ ？ ０   ○  

 宇奈月町浦山 法伝寺参道 青面金剛 １面４手 Ｂ 有 １ ２ ４ ２ ２   □  

 宇奈月町栃屋 路傍 青面金剛 １面６手 Ａ 有 ２ ２ ０ １ １   □  

 宇奈月町熊野 路傍 青面金剛 １面６手 Ａ 有 ２ ２ ０ ２ ２   ○  

 若栗 路傍 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 ２ ２ ４ １ ２   □  

 大越 路傍 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 ２ ２ ４ ３ ２   ○  

 舌山 路傍 「奉請南無青面大金剛童子」 Ａ 有 - - - - - 寛政４ 1792   

 中坪 路傍 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 ２ ２ ４ １ ２   □  

 若栗 白福寺 「御庚申塚」 Ｈ 有 - - - - - 明治 17 1884   



 長屋 路傍 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 １ ２ ２ ２ ２   □   

 荻生 妙柳庵 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 ２ ２ ４ １ ２   □  

 三日市 路傍 青面金剛 １面４手 Ｅ 有 ０ ２ ０ １ ２   ○  

 中野 密應寺境内 ３猿 - - - - - ３ -     

 三島 八心大市比古神社 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 ２ ２ ４ ２ ２   □  

 植木 松村家 青面金剛 １面４手 Ｂ 有 ２ ２ ４ １ ２   □  

 堀切 路傍 青面金剛 １面４手 Ｂ 有 ２ ２ ４ １ ２   □ 堀切講 

 堀切 路傍 青面金剛 １面４手 Ｂ 有 １ ２ ４ １ １   ○ 立野講 

 立野 路傍 青面金剛 ３面６手 Ｃ 有 ０ ０ ０ ０ ０   □  

 神谷 路傍 青面金剛 ３面６手 Ｅ 有 ０ ０ ０ ３ １   □  

 中陣 路傍 青面金剛 １面６手 Ｃ 有 １ ２ ２ １ １   ○  

 朴谷 路傍 青面金剛 １面６手 Ｃ 有 １ ２ ４ ３ ２   ○  

 尾山 谷川家 青面金剛 １面６手 Ｃ 有 １ ２ ４ ３ ２ 昭和元 1926 ○  

 釈迦堂 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 無 ０ ０ ０ ０ ０   □  

 田籾 路傍 青面金剛 １面６手 Ｃ 有 １ ２ ４ ３ ０   ○  

 池尻 路傍 青面金剛 １面６手 Ｃ 有 ０ ０ ０ ３ １？   ○  

 同 同 青面金剛 ３面６手 Ｃ 有 ０ ０ ０ ０ ０   ○  

 嘉例沢 路傍 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 ２ ２ ４ ２ ２   □  

 福平 路傍 青面金剛 １面６手            

魚津市 長引野 神明宮 青面金剛 １面６手 Ｃ 有 ２ ２ ４ ３ １   □  

 布施爪 布施神社前観音堂 青面金剛 １面４手 Ｃ 有 ２ ２ ４ ３ １ 文政４ 1821 ○  

 小川寺 千光寺門前    １ 青面金剛 １面６手 Ｃ 有 １ ２ ４ ３ ２   ○  

 同 同   境内    ２ 青面金剛 １面６手 Ｃ 有 １ ２ ２ ３ ０   ○  

 天神野 路傍 青面金剛 １面６手 Ｃ 有 ？ ２ ０ ０ １   □  

 東尾崎 路傍 青面金剛 １面４手 Ｃ 有 ２ ２ ４ １ １ 文政３ 1820 □  

 西尾崎立石  青面金剛 １面６手 Ｃ 有 １ ２ ２ ３ ２ 慶応３ 1867 □  

 仏又 路傍 青面金剛 １面４手 Ｃ 有 ？ ０ ０ ３ ？   □  

 東山 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ２？ ２ ０ １ １   ○  

 東山 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 １ ２ ４ ２ ２   ○  

 東山 梅昌寺門前 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 １ ０ ０ ０ ０     

 本江 路傍 青面金剛 １面６手 Ｃ 有 １ ２ ２ ３ ２   □  

 三田 路傍 青面金剛 １面６手 Ｃ 有 １ ２ ４ ３ １   □  

 釈迦堂 路傍 青面金剛          ○  

 大海寺野 路傍 青面金剛 １面６手 Ｃ 有 １ ２ ４ １ １ 明治２８ 1895   

 大海寺野 路傍 「奉修庚申塔者為青面大金剛培増法楽」  Ｉ - - - - - - 大正９ 1916   

 六郎丸 路傍 青面金剛 １面６手 Ｃ 有 １ ２ ４ ３ ２   ○  

 横枕 少彦名社 青面金剛 １面６手 Ｃ 有 １ ２ ４ ３ ２   □  

 道坂 路傍 青面金剛 １面６手 Ｃ 有 １ ２ ４ ３ ２   □  

 平沢 路傍 青面金剛 Ｅ 有 ０ ２ ０ ２ ２？   □  

滑川市 坪川 一里塚 青面金剛 １面６手 Ｅ           

 常盤町 路傍 青面金剛 Ｅ          ○  

 加島町 加積雪嶋神社境内 「庚申塚」 Ｈ - - - - - -     

 同 同 「庚申塚」 Ｈ - - - - - -     

 大島 路傍 「庚申墳」 Ａ - - - - - -     

 追分 海恵寺境内 「庚申塔」 Ａ - - - - - -     

 四ツ屋 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ０ ０ ０ ０ ０   ○  

 中野島 路傍 青面金剛 ３面６手 Ｅ 無 １ ２ ０ ０ ０     

 法花寺 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ０ ０ ０ ３ ０   □  

上市町 眼目 立山寺墓地 「青面金剛」 Ｈ - - - - - -     

 和合 公民館 三宝荒神 ３面６手 Ｂ 無 - - - ３ ０ 安政４ 1857   

立山町 日中 地蔵堂 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ０ ０ ０ ０ ０   ○  

 金剛新 渡辺家 青面金剛 １面６手合掌 Ｅ 無 ０ ０ ０ ０ ０ 享和元 1801 ○  



 金剛新 路傍 青面金剛 ３面６手合掌 Ｅ 無 ０ ０ ０ ？ ？   □  

 下瀬戸 路傍 青面金剛 １面６手合掌 F 有 ０ ０ ０ ３ ２   ○  

 上瀬戸 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 無 １ ０ ０ ３ ０   ○  

 上瀬戸 路傍 青面金剛 １面６手合掌 Ｅ 無 ０ ０ ０ ３ ０   □  

 伊勢屋 路傍 青面金剛 １面６手            

 末上野 路傍 青面金剛 ３面６手 Ｅ         ○  

 末三賀 路傍 青面金剛 １面４手 Ｅ 有 ０ ０ ０ ３ ３ 元禄１３ 1700 ○  

 宮路 永泉坊墓地 「ウーン・庚申」 Ｈ       文政５ 1822   

 芦峅寺 庚申塚       １ 青面金剛 １面６手合掌 Ｅ 有 ０ ０ ０ ３ ２ 宝永３ 1706   

 同 同          ２ 「猿田彦大神」 Ｉ - - - - - - 大正９ 1920   

舟橋村 佛生寺 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ         ○  

 佛生寺 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ         ○  

富山市 亀谷 金昌寺 「庚申塔」 Ｇ - - - - - -     

 花崎 路傍 「バン・南無青面金剛」 Ｇ - - - - - - 延享元 1744 □  

 花崎 路傍 馬頭青面金剛 １面６手 Ｇ 無 ２ ０ ０ ０ ０ 昭和１７ 1942   

 下ノ番 准堤庵跡 青面金剛 １面６手合掌 Ｅ 有 ２ ０ ０ ２ ２ 寛保３ 1743   

 下ノ番 路傍 青面金剛 １面６手 Ｄ 無 ２ ０ ０ ３ ０ 天保１２ 1841   

 善名 路傍 青面金剛 １面６手 Ｄ 無 ２ ２ ４ ３ ２ 嘉永５ 1852  光明真言を刻む 

 田畠 路傍 青面金剛 １面６手 Ｄ 有 ２ ２ ４ ３ ２ 安政５ 1858  光明真言を刻む 

 大山上野 大山寺 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ２ ０ ０ ３ ０     

 日尾 路傍 「ウーン・庚申塚」 Ｈ - - - - - - 明治２８ 1895   

 奥山(長棟) 路傍 青面金剛 １面４手 Ｅ 有 ２ ０ ０ ０ ０   □  

 坂本２区 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 無 ２ ２ ０ ３ ２   □  

 春日 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 無 ０ ０ ０ ０ ０   ○  

 小糸 公民館 青面金剛 １面６手合掌 Ｅ 有 ０ ０ ０ ３ １   ○  

 舟渡 路傍 青面金剛 １面６手 Ｆ 無 ０ ０ ０ ０ ０ 天保６ 1835 □  

 東猪谷シモンケ 路傍 猿田彦神 Ｉ - - - - - -   □  

 東猪谷カモンケ 素戔嗚社境内 青面金剛 １面６手 Ｅ 無 １ ０ ０ ０ ０     

 猪谷 八坂社境内 青面金剛 １面６手 Ｅ 無 ０ ０ ０ ３ ０   ○  

 片掛 大淵寺 青面金剛 １面６手合掌 Ｅ 有 ０ ０ ０ ３ ０   ○  

 蟹寺 白山社 青面金剛 １面６手合掌 Ｅ 無 ０ ０ ０ ２ ２   □  

 加賀沢 白山神社 青面金剛 １面６手合掌 Ｅ 無 ０ ０ ０ ３ ０   □  

 八尾町下新町 路傍 青面金剛 １面６手合掌 Ｅ 有 ２ ０ ０ ３ ２   ○  

 八尾町諏訪町 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ０ ０ ０ ０ ０   □  

 婦中町板倉 玉泉寺 青面金剛 １面６手 Ｆ 有 ２ ０ ０ ０ ０   ○  

 婦中町鵜坂 路傍 青面金剛 １面４手 Ｅ 有 １ ０ ０ ３ ０   □  

 婦中町安田 安川家 青面金剛 １面６手合掌 Ｅ 有 ０ ０ ０ ３ ０   □  

 水橋柳寺 路傍 青面金剛 １面４手 Ｅ 無 ０ ０ ０ ０ ０   □  

 水橋天神町 金刀比羅神社境内 「庚申璽」 Ｇ - - - - - -     

 岩瀬梅本町 路傍 「道祖神・産子神・庚申神」 Ｆ - - - - - -   □  

 町袋 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 無 ２ ０ ０ ０ ０   ○  

 向新庄 宝洞寺境内 青面金剛 １面６手 Ｆ 有 ０ ２ ０ ３ ０ 文化４ 1807 ○  

 新庄町２丁目 覚性寺墓地 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ０ ０ ０ ０ ０     

 富岡町 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 無 ０ ０ ０ ０ ０ 寛政１２ 1800 ○  

 開 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 無 ０ ０ ０ ０ ０   □  

 芝園２丁目 公民館 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 １ ２ ０ ０ ０   ○  

 南田２丁目 西養寺 青面金剛 ３面６手            

 梅沢３丁目 海岸寺境内 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 ２ ２ ０ ３ ２ 寛政２ 1790   

 梅沢３丁目 真興寺境内 「ウーン・庚申塚」 Ｈ           

 堀川小泉 地蔵堂 青面金剛 １面６手合掌 Ｅ 有 ０ ０ ０ ０ ０ 明和２ 1765 ○  

 本郷３区 公民館前 女性神？ 「庚申塔」 Ｅ - - - - - - 享和元 1802 □  

 古寺 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 無 １ ０ ０ ３ ２     



 横内 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ ？ ？ ０ ０ ０ ０   □  

 横内 路傍 青面金剛 １面６手合掌 Ｅ ？ １ ０ ０ ０ ０   □  

 太田南町 路傍 青面金剛 １面６手合掌 Ｅ 無 １ ０ ０ ３ ２   ○  

 西ノ番 路傍 青面金剛 １面６手 Ｄ 有 １ ２ ４ ３ ２ 明治１５ 1882  庚申真言を刻む 

 関 関神社境内 青面金剛 １面６手 Ｅ 無 ２ ０ ０ ３ ０ 文政１３ 1830 □  

 石田 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ２ ０ ０ ３ ０   □  

 経力 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ２ ０ ０ ３ ０ 文政３ 1820 ○  

 南金屋 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 無 ２ ０ ０ ０ ２   □  

 上栄 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ２ ０ ０ ３ ０ 文化１４ 1817 ○  

 下千俵 公民館 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ２ ０ ０ ３ ２   ○  

 月岡 月岡新神社 青面金剛 １面６手 Ｅ 無 ２ ０ ０ ３ ０   ○  

 月岡新 大塚家 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ２ ０ ０ ３ ２ 文政３ 1820 ○  

 中布目 路傍 青面金剛 １面６手合掌 Ｅ 有 ０ ０ ０ ３ ２   ○  

 上布目 公民館 青面金剛 １面６手合掌 Ｅ 有 ０ ０ ０ ３ ２   ○  

 新保 路傍 青面金剛 １面６手合掌 Ｅ 有 ０ ０ ０ ３ ２   □  

 東老田 本浄寺 青面金剛 １面６手 Ｆ 有 １ ２ ４ ０ ０   ○  

 中老田 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ２ ２ ０ ３ ２ 文化１３ 1816 ○  

射水市 堀岡 路傍 「庚申塚」 Ｇ - - - - - -     

 丂美柳瀬 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 無 ２ ２ ０ ３ ２   ○  

 丂美中野 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ２ ２ ０ ３ ２   ○  

 中新湊 江柱庚申堂 青面金剛 １面６手 Ｂ 有 ２ ２ ０ ３ ２ 文政１３ 1830 ○  

 放生津 路傍 「庚申塚」 Ｇ - - - - - - 嘉永２ 1849   

 加茂 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ２ ０ ０ ３ ２ 文政９ 1826 ○  

 大江稲積 路傍 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ０ ０ ０ ０ ０   ○  

 北手崎 路傍 青面金剛 １面４手 Ｅ 有 ２ ０ ０ ３ ２ 文政５ 1822 □  

 白銀町 眞福寺境内 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ？ ０ ０ １ １ 享保９ 1724 ○  

 高寺 路傍 青面金剛 １面４手 Ｅ 無 ２ ０ ０ ３ ２ 天保６ 1835 □  

 新町 心光寺前 青面金剛 １面６手 Ｆ 無 ２ ０ ０ ３ ０   ○  

 青井谷 翁徳寺境内 「庚申塚」 Ｈ - - - - - - 明治４１ 1908   

 串田新田 地蔵堂 青面金剛 １面６手 Ｅ 無 ２ ０ ０ ０ ０   ○  

砺波市 東保 田中観音堂 「庚辛塚」 Ｉ - - - - - -     

 宮森 山岸家 「庚申塚」 Ｉ - - - - - -     

 頼成 路傍 青面金剛 １面４手 Ｇ 無 １ ０ ０ ０ ０     

 上和田 路傍 「庚申塚」 Ｈ - - - - - - 文久３ 1863   

 三合 路傍 「庚申塚」 Ｈ - - - - - -     

 千代 大喜院 「庚申塚」 Ｈ - - - - - - 明治１９ 1886   

 広上町 路傍 青面金剛 １面６手 Ｇ 無 ２ ２ ４ ０ ０   ○  

 中野 路傍 青面金剛 １面６手合掌 Ｅ 有 ０ ０ ０ ２ ０   □  

 庄川町前山 路傍 烏枢沙摩明王 １面６手 Ｅ 無 1 ０ ０ ０ ０   □  

南砺市 北川(井波今町) 路傍 「南無金剛神」 Ｇ - - - - - -   □  

 下吉江 個人宅 「庚申塔」           県外へ移動？ 

高岡市 金屋町 宗泉寺 青面金剛 １面６手 Ｅ 無 ２ ０ ０ ０ ０ 明治  ○  

 手洗野 路傍 ３猿 Ａ - - - - ３ -   □  

 戸出春日 路傍 「庚申塚」 Ｈ - - - - - - 明治３４ 1901   

 西二塚 玉川庵前 青面金剛 １面６手 Ｅ 無 ２ ２ ０ ３ ２   □  

 伏木古府 長徳寺境内 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ２ ２ ０ ３ ２   □  

 伏木一宮 路傍 ３猿 Ｉ - - - - ３ -     

 太田辰ノ口 路傍 三宝荒神 ３面６手 Ｇ - - - - - - 昭和４ 1929  「三面金神」 

 石塚 神明宮境内 「庚申」        平成１８ 2006   

 赤丸 浅井神社 １猿 Ｉ - - - - １ -     

氷見市 朝日本町 千手寺境内    １ 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 ０ ０ ０ ０ ０     

 同 同   境内    ２ 青面金剛 １面６手 Ｅ 有 １ ０ ０ ０ ０     



 北大町 個人宅 「青面金剛王」 Ｈ 日 - - - - -     

 余川京地 興聖寺 青面金剛 １面６手 Ｂ 無 ０ ０ ０ ０ ０     

 宇波 観音寺本堂内 青面金剛 １面６手 Ｆ 有 １ ２ ０ ３ ０ 享和３ 1803 ○  

 白川 路傍 青面金剛 １面６手 Ｆ 有 １ ２ ０ ３ ２   ○  

 長坂 路傍 青面金剛 １面６手 Ｆ 有 １ ２ ０ ２ ０     

 


